
 

 

 

 

２３年度第２四半期決算 

 
 

 全日空と日本航空が２０２３年度第２四半期決算（４

月～９月）を発表しました。両社ともに好調な旅客需要

と職場の頑張りにより好業績をあげています。 

 ＡＮＡの上期の営業損益は過去最高を更新し、ＪＡＬ

の売上・ＥＢＩＴ・純損益は、すべてコロナ禍前の２０

１９年度実績を上回りました。こうした状況を踏まえ、

ＡＮＡは配当（１株３０円）方針を明らかにし、ＪＡＬ

は配当を５０％増の１株６０円に引き上げました。また

通期業績見通しについても上方修正しました。（表参

照） 

 外航各社も好業績を上げており、特に米国大手３社の

第３四半期決算は、夏場の旺盛な旅客需要により、第３

四半期としては過去最高の売上を上げました。 

ユナイテッド航空はアジア太平洋地域への旅行需要が

高いとして、１０月から米国とアジアをつなぐ新路線を

設けており、２３年１０～１２月期は全体の売上高が約

１０.５％増えると見込んでいます。 

一方、航空チケットの価格上昇が一服し、客単価が下

がっています。 

米国大手３社 ２０２３年第３四半期決算 下段：1-9 月実績 

  アメリカン航空 ユナイテッド航空 デルタ航空 

売上高 134億 8200万ドル 144億 8400万ドル 154億 8800万ドル 

  397億 2600万ドル 400億 9100万ドル 438億 2500万ドル 

営業費用 137億 500 万ドル 127億 4500万ドル 135億 400 万ドル 

  373億 4800万ドル 368億 7800万ドル 396億 2600万ドル 

純利益 5▲4500万ドル 11 億 3700 万ドル 11 億 800万ドル 

  8 億 300 万ドル 20 億 1800 万ドル 25 億 7200 万ドル 

   航空連調べ 

 ２３年末闘争は、１７日の山場に向け交渉も緊張を高めています。職場の頑張りで上げた利益を年末一時

金の引き上げや勤務などの職場改善に回せ、の世論を広げ職場要求の前進を勝ち取りましょ

う。 

以上 
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ＡＮＡ、ＪＡＬ第２四半期決算 

（２０２３年度 4月～９月） 

単位：億円 ＡＮＡ ＪＡＬ 

売上高 10,027  8,209  

営業費用 8,729  7,366  

営業利益 1,297  843  

経常利益 1,273    

ＥＢＩＴ   912  

純損益 932  616  

通期売上 19,700  16,840  

営業費用 18,300  15,670  

営業利益 1,400  1,170  

経常利益 1,150    

ＥＢＩＴ   1,300  

純利益 800  800  

配当 1株 30円 1株 60円 

労働条件を引上げ
魅力ある航空に！ 
安全・安心のＪＡＬ
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